
○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。
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③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。 3

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断す
る力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。
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Ｂ 1

Ｂ 4
〇生徒、保護者、教
職員アンケートによ
る、地域の特色や学
校・家庭・地域が連
携・協働した生徒の
育成に関連する項目
での、肯定的な回答
の割合

　「学校は地域・保護者と協働して生徒の健全育成を行っている」につい
て、肯定的な回答は、生徒・保護者ともは９２％で、昨年度とほぼ同じで
あった。昨年度に続き今年度も、年３回の学校公開、運動会や安方フェ
スティバルといった学校行事に、保護者参観ができるよう計画した。学校
行事を参観する機会を増やした他、PTAの行事ボランティア募集をした
結果だと考えられる。学習室や多目的室を活用した放課後の学習室開
放についても、PTAボランティアが見守りを行い、運営の支援をしてい
る。今後も、工夫しながら、保護者、地域の方々の参加や学校の公開の
機会を行っていく。
　「学校だより、ホームページ、学年通信などは、学校の様子を知らせて
いる」について、肯定的な回答は昨年度に続き、生徒９４％・保護者は９
６％と高い数値であった。学校・家庭・地域との連携を深めるため、学校
ホームページに、生徒の様子を毎日発信している。校外活動や部活動、
大会の様子なども、可能な限り掲載している。保護者からは、学校の様
子が分かると好評であり、肯定的な意見を多くいただいた。今後も学校
ホームページを最大限に活用し、本校の教育について広く地域に広め、
「地域に根差した学校」として信頼を得られるよう、日々努力を続けてい
く。
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③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行って
いる。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソーシャ
ルワーカーとの連携等、児童・生徒・保護者
が相談しやすい環境を整備し、一人ひとりの
能力や可能性を最大限に伸ばすことを意図し
た指導や支援を行っている。
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②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、危
険や災害に対する教育を関係機関と連携
しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

4

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行ってい
る。

①STEAM教育等の教科等横断的な学びや
科学教育を推進し、課題解決力や新たな価
値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、英
語に慣れ親しみながら会話をする機会を増
やし、英語力やコミュニケーション能力の向
上、豊かな国際感覚の育成を図っている。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協働
し、問題解決して
いく意欲や、予測
困難な未来社会
を切り拓いていく
ために重要な創
造力や課題解決
力、情報活用能
力を育成します。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

3

Ｄ 0

Ａ 11

①道徳科を中心とした各教科等での学習な
どを通じて継続的に道徳教育を実施し、豊
かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。
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①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。 2
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地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

目標に対する成果指標
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これまでの取組
今後の改善策

取組
評価
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　生徒が予測困難な未来社会を切り拓いていくために重要な創造力や
課題解決力、情報活用能力の育成を目的に、体験学習を含めたキャリ
ア教育を推進している。生徒は落ち着いた学校生活を送っており、積極
的に活動している。運動会や安方フェスティバルなどの行事や１年生の
移動教室、２年生の職場体験などを通じて、今後も生徒が自己肯定感を
もって他者と協働し将来を拓いていけるよう、多くの体験を図っていく。
　｢全教育活動を通じて、将来の進路や生き方について考える機会があ
る｣について、生徒の肯定的な回答が９１％､｢自分は、学校のきまりを
守って学校生活を送っている。｣については、生徒９３％・保護者９４％で
ある。
　生徒の生きる力の一つである情報技術についても　「ICT教育推進授
業モデル実証校」として培った、タブレットによる授業実践例を活用し、
学習者用端末を用いた授業を常態化し、学習の充実を図った。「自分
は、タブレットを活用して学習を進めている」は生徒の回答は８９％であ
る。タブレットによる調べ学習、意見交換や学習発表、アンケートの回答
なども行い、生徒はＩＣＴ機器を学習のツールとして、日常的に活用して
いる。今後も生徒の生きる力の育成のため、生徒の情報活用能力を高
めていく。

〇生徒、保護者、教
職員アンケートによ
る、ICT環境を含む教
育環境の整備や安
全・安心な学校教育
に関連する項目で
の、肯定的な回答の
割合

成果
評価

令和７年度　大田区立安方中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授業
力を向上させま
す。また、質の高
い教育を実現す
るため、学校の
組織的な運営力
を向上します。あ
わせて、教師が
やりがいをもって
働くことができる
魅力的な環境づ
くりを進めます。
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6

学校関係者記入欄

4

　「英語数学の少人数の授業はわかりやすい」について、肯定的な回答
は生徒８８％で、「総合的な学習の時間では、各テーマに応じて考えをま
とめ発表している」も８８％であり、例年に続き高水準であった。今後も生
徒理解に努め、英語力やコミュニケーション能力の育成を行う。
  また、修学旅行や社会科見学の校外学習において、総合的な学習の
時間を用い、日本の伝統や文化についての学習や校外学習当日の体
験・見学施設の調べ学習を行い、日本文化を尊重する心や国際感覚の
醸成を図っている。
　各教科や特別な教科道徳において、現代社会の様々な課題に対して
考え、持続可能な社会に向け行動する力の育成を行っている。ただ、
個々の教科における対応であるため、今後は各教科横断的で計画的・
継続的な学習を図っていくことが課題である。

3

４：
９０％
以上

　「特別の教科道徳では、資料などが工夫されたりして、充実している」
では、肯定的な回答は生徒８８％、保護者は８５％である。道徳授業地
区公開講座では、大学教授を講師として招聘し、教員の道徳授業力の
向上を図るための校内研修を毎年実施している。
　「授業はわかりやすく、充実している」は生徒の回答が８８％である。ＩＣ
Ｔを含めた授業の工夫により、習熟度に応じた指導や個に応じた学習が
図られていると考える。また、生徒の基礎学力の定着、学習習慣の定
着、タブレット使用の恒常化をねらい、毎週末にタブレットに課題を配信
し、家庭学習として取り組ませた。
　さらに校舎改築に伴い、学習室や多目的室を活用した放課後の学習
室開放を毎日行い、長期休業中や土曜補習教室としても実施している。
生徒の学習に対する意識の醸成や主体的な学習環境の構築、放課後
などの居場所づくりなど、多方面に影響や効果があると考える。
　「自分は基本的な生活習慣を守り、心身の健康や体力の向上に努め
ている」は生徒の回答が８６％である。学習環境では校舎改築工事や移
転により、生徒への負担を強いているが、学区小学校の施設借用など
により対応している。
　給食の充実も本校の特色であり、「自分は、給食の内容や献立に満足
している」は生徒の回答が８８％である。毎日の献立を「通信」として各学
級へ配布、月２回「食育だより」の発行、毎日のメニューボードの作成、
行事などとのコラボ給食など、多様な啓発活動を行った。また、保護者
や地域教育連絡協議会対象の「給食試食会」を実施し、保護者・地域に
向けた食育活動の周知も図った。
　区定例の年４回の小中一貫教育の日による研修会や情報交換会はも
とより、近隣小学校との連携や情報共有を適時行い、円滑な連携した教
育を図っている。
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２：
５０％
以上

１：
５０％
未満

４：
９０％
以上

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

●部活や学校行事で、コミュニケーション能
力向上ができていると思います。
●生徒は落ちついて学習することができて
おり、タブレットを利用した授業も活用され
ていると感じた。
●落ち着いて生活している様子が、来校す
るたびに感じられる。

●まだまだ実体験として海外で生活する機
会が少ないので、せめて国内で外国人と話
をして欲しいと思います。
●英語・数学の授業がわかりやすいと回答
している生徒が８割おり、目標に届いている
と感じた。
●国際化は避けて通れないので、交流が
促進されることを期待しています。
●外国語教育について国際社会につなが
るよう、教育を十分に行って頂ければと思
います。

●中学生活はとても思い出に残る事ができ
ていると思われます。
●授業以外の活動や部活にも積極的に取
り組む生徒が多く、適切な評価である。
●給食への熱心な取り組みに感心しており
ます。家で食べないものも給食では食べて
いる様子で、献立の工夫も素晴らしいです。
●道徳の授業はむずかしいかと思うが、生
徒の姿を見ると安心感がある。体育施設が
完全に使えない中で、工夫して使用してい
るのがよくわかる。
●　「授業はわかりやすく、充実している」と
答える生徒・保護者が多いのはすばらしい
と思います。
●地域とのコミュニケーションが図れるよう
な４教育を行って下さい。

〇生徒、保護者、教
職員アンケートによ
る、未来社会を生き
るための、主体的な
考え、課題解決力、
情報活用能力に関連
する項目での、肯定
的な回答の割合

４：
９０％
以上

３：
７０％
以上

２：
５０％
以上

１：
５０％
未満

４：
９０％
以上

Ａ

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

〇生徒、保護者、教
職員アンケートによ
る、国際都市おおた
を担う、英語力、国際
理解、我が国や郷土
の伝統や文化の理解
に関連する項目で
の、肯定的な回答の
割合

〇生徒、保護者、教
職員アンケートによ
る、教師の授業力、
学校の組織的な運営
力、魅力的な環境づ
くりに関連する項目で
の、肯定的な回答の
割合

２：
５０％
以上

１：
５０％
以上

〇生徒、保護者、教
職員アンケートによ
る、個に応じた教育、
教育相談機能、生き
生きととした学びに関
連する項目での、肯
定的な回答の割合

４：
９０％
以上

〇生徒、保護者、教
職員アンケートによ
る、豊かな心や確か
な学力、健やかな体
の育成に関連する項
目での、肯定的な回
答の割合

１：
５０％
以上

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向上
させるための教
育を推進します。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

0

Ａ 11

Ｂ

Ｄ

　「安方中学校に入学（在籍）して良かったと思う」は、、肯定的な回答が
生徒９５％保護者の回答は９２％であり、前述した「学校は、外部からの
学習支援員等を導入したり、図書館等の効果的活用を行ったりする等、
教育環境の整備を進めている」は、生徒８７％保護者は８８％である。今
年度の学校経営の重点は「校舎改築工事下での最適な学びを確立し、
挑戦と進化を止めない」であり、それに伴い管理職と教職員が一体とな
り、学校環境の整備と安全の確保を実施した。
　毎月の避難訓練の実施やオンラインによる全校安全指導を行い、避
難訓練においては、池上警察署と連携し、不審者侵入対応訓練を行っ
ている。また生徒の安全を図るため、薬物乱用防止教室やセーフティー
教室も行った。
　また、昨年度に続き今年度も校舎改築工事のため、校庭で運動会が
実施できず、蒲田西特別出張所の支援によりふれあいはすぬまにて開
催した。運動会練習もふれあいはすぬまで行い、練習のための学校と
ふれあいはすぬまとの生徒の移動や練習では、PTAボランティアが見守
りを行い、生徒の安全を図った。

Ｄ
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4

●残念ながら、当面グランドが十分使えま
せんが、その他はとてもいい状況と思いま
す。
●安方中に入学して良かったと思い、その
ように意見ができるのは、すばらしいとこと
だと思います。

●地域の人々との交流できる機会を増や
し、地域に支えられているという事を感じら
れる生徒がひとりでも増えてくれることを希
望します。
●学習室の見守りが、地域の方ができる機
会は、学校と地域の双方に良い事と思いま
す。
●学校だよりの校長の文章がわかりやすく
伝わるので、毎回楽しみである。学校見学
した時の話も生徒と話が出来て、素直に話
せる。

●職業体験も地域の協力でできているの
で、生徒にとってとてもいい環境ができてい
ると思います。
●生徒が充実した学校生活をおくるため
に、教員が十分に尽くしていると感じる。
●いつも楽しく授業を拝見しております。能
動的に授業に取り組んで、がんばってほし
いです。
●生徒の先生に対する信頼度が高いの
は、素敵なことだと思います。

　「先生は、授業の工夫や改善を進めている」は、生徒の回答が９１％で
ある。全教員に、大田区及び都の研究発表会や研修会、指導教諭の授
業参観等に積極的に参加させた。研修等で得た知識や技法を校内で共
有することや、職層に応じた教員間での指導・助言などで、教員全体の
さらなる指導力を向上を図っている。また、学期ごとの校内研修を始め、
ＩＣＴ支援員による適時の研修を実施し、教職員のＩＣＴを含めた授業に関
する知識や技能を高め、教育活動がさらに充実したものになるよう努め
てるいる。
　また、学習補助員７名や不登校支援員２名、部活動郊外指導員などの
区の施策を活用し、１０人以上のスタッフを運用することにより、教育活
動の充実を図るとともに、教職員の業務適正化を行い、生徒に教員が
向き合う時間や授業・行事の準備や保護者対応の時間を確保すること
を行っている。「学校は、外部からの学習支援員等を導入したり、図書館
等の効果的活用を行ったりする等、教育環境の整備を進めている」は生
徒の回答は８６．８％である。本校の放課後の時間は、職員室に教員の
姿はなく、部活動・生徒の補習・生徒や保護者対応を行っている。

4

●校長先生の思いが詰まった学習室が、成
果を上げてくれるのを期待しています。
●支援が必要な生徒さんにも、手厚くフォ
ローしている様子です。
●学校全体が落ち着いているというのは、
来校するたびに感じています。
●不登校やいじめなど学校で考えて、道徳
授業など取り入れてはと思います。

　「学校全体が落ち着いた雰囲気で、自分は伸び伸びと生活している」
は、肯定的な回答が生徒８３％保護者９２％であり、「学校における自分
の役割（活躍の場面）があり、居場所があると感じている」は、生徒８
９％、保護者９０％である。また、「先生は、生徒の悩みや相談ごとなど、
よく聞いてくれる」は、生徒の回答が８８％である。本校は生徒の自己肯
定感の伸長を目標として、教師と生徒の関係づくりを進めている。また、
学級活動、生徒会活動、部活動を中心とした生徒の「自主、自立性」を
育てる教育活動を積極的に行い、様々な活動を通じて、生徒の成就感
や自己有用感を高めている。
　また、学期ごとに学級状況調査やいじめ調査を実施し、早期対応や解
決を図っている。また、隔週定例の管理職・養護教諭・各学年の特別支
援教育コーディネーター・スクールカウンセラー・特別支援教室専門員に
よる教育相談部会を実施し、配慮や支援が必要な生徒の情報共有を図
るとともに、効果的な支援や関係諸機関との連携を協議実践している。
　課題としては、本校のみでなく全国的な課題である不登校生徒の増加
である。不登校支援員による毎日の別室登校教室の開室やオンライン
授業の実施のほか、スクールカウンセラーによる面談をもとに、適応指
導教室や教育センター等と今後とも効果的な連携をすすめ、改善に努
める。
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Ｃ


